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図
書
館
を
有
し
、
今
後
の
魅
力

あ
る
図
書
館
の
在
り
方
と
し
て

検
討
す
る
価
値
も
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

今
回
初
め
て
L
C
C
を

利
用
し
て
の
強
行
と
も
思
わ
れ

る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
が
、

議
会
改
革
と
図
書
館
の
民
間
委

託
と
い
う
横
芝
光
町
の
現
状
に

も
即
し
た
内
容
で
、
参
加
し
た

議
員
か
ら
は
高
い
評
価
を
頂
き

ま
し
た
。
こ
の
視
察
を
有
意

義
な
も
の
と
す
る
た
め
に
も
、

日
々
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

民
生
文
教
常
任
委
員
会
　

�

委
員
長
　
森
川
　
　
忠

県 外 行 政 視 察
　　　 佐賀県白石町、
            武雄市を訪問

本
年
度
の
常
任
委
員
会
合

同
の
行
政
視
察
を
10
月
21
～
22

日
の
一
泊
二
日
で
実
施
し
ま
し

た
。
成
田
空
港
か
ら
L
C
C

（
ロ
ー
コ
ス
ト
キ
ャ
リ
ア
）
を
利

用
し
て
福
岡
空
港
へ
向
か
い
視

察
先
の
佐
賀
県
杵
島
郡
白
石
町

と
同
武
雄
市
に
視
察
を
お
願
い

い
た
し
ま
し
た
。
白
石
町
は
当

町
と
同
様
、
２
０
０
５
年
１
月

１
日
に
隣
接
す
る
有
明
町
・
福

富
町
が
合
併
し
、
新
町
制
に
よ

る
白
石
町
と
な
り
ま
し
た
。
佐

賀
平
野
の
中

に
位
置
し
、

町
の
南
か
ら

東
に
か
け
て

有
明
海
に
面

し
主
な
生
産

物
は
た
ま
ね

ぎ
、
海
苔
、

イ
チ
ゴ
、
レ
ン
コ
ン
等
の
生
産

の
盛
ん
な
町
で
す
。
人
口
は
約

２
万
５
千
人
で
、
当
町
と
類
似

し
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
・
若

者
の
流
出
対
策
が
急
務
で
す
。

議
会
で
は
合
併
当
初
か
ら
「
議

会
改
革
」
を
標
榜
し
て
お
り
、

議
会
だ
よ
り
の
翌
月
発
行
、ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
議
会
放

映
、
議
会
出
前
講
座
な
ど
町
民

に
議
会
を
知
っ
て
い
た
だ
く
べ

く
積
極
的
な
活
動
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
議
会
基
本
条

例
」
を
制
定
さ
れ
議
会
の
ル
ー

ル
を
作
り
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
議
会
改
革
に
つ
い
て

は
当
町
に
と
っ
て
も
最
重
要

課
題
で
す
。
白
石
町
で
は
合

併
後
建
設
さ
れ
た
真
新
し
い
庁

舎
で
、
職
員
が
笑
顔
で
迎
え
て

く
だ
さ
っ
た
の
が
印
象
的
で
し

た
。
視
察
終
了
後
武
雄
市
へ

移
動
、
宿
泊
は
武
雄
市
の
御
船

山
観
光
ホ
テ
ル
で
す
。
こ
ち

ら
は
幕
末
の
武
雄
鍋
島
家
の
別

荘
地
で
、

15
万
坪
の

広
大
な
自

然
に
恵
ま

れ
た
御
船

山
の
麓
に

あ
る
宿
で

す
。
武
雄

市
は
佐
賀
県
の
西
部
に
位
置

し
、
町
の
中
心
に
は
開
湯
以
来

１
３
０
０
年
経
つ
武
雄
温
泉
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
温
泉
に
は
日

本
銀
行
や
東
京
駅
の
設
計
を

行
っ
た
辰
野
金
吾
設
計
の
楼

門
が
あ
り
、
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
武
雄

の
大
楠
も
観
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
樹
齢
３
，
０
０
０
年

以
上
と
い
わ
れ
て
い
る
武
雄
神

社
の
御
神
木
は
見
事
で
す
。
全

国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
武

雄
市
図
書
館
を
視
察
し
ま
し

た
。
元
官
僚
で
改
革
派
の
樋
渡

啓
祐
前
市
長
時
代
に
、
図
書
館

を
民
間
に
業
務
委
託
す
る
と
い

う
大
改
革
を
さ
れ
ま
し
た
。
従

来
の
図
書
無
料
貸
し
出
し
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
蔦
屋

書
店
の
併
設
に
よ
り
、

本
の
購
入
、
C
D
・

D
V
D
の
有
料
レ
ン

タ
ル
が
可
能
で
す
。
ま

た
、
館
内
に
は
カ
フ
ェ

も
併
設
さ
れ
、
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら

本
を
読
む
こ
と
も
で

き
ま
す
。
横
芝
光
町
で

も
年
間
約
20
万
人
が

来
館
さ
れ
る
東
総
地

区
で
も
有
数
の
町
立

１１月１５日産業まつり時に、姉妹町である松田町から町長、

議会議員８名が表敬訪問に来庁し、ふるさと納税や議会改革の現況

など、多岐にわたり意見交換を行い交流を深めました。

姉妹町松田町の議会議員と交流会

白
石
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

しろいしみのりちゃん

武雄市図書館内

研修風景

武雄神社の大楠
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１１
月

４
日��

・
東
総
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

�
�

親
善
大
会

�

・
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療

�
�

広
域
連
合
議
会
全
員
協
議
会

10
日��

・
主
要
地
方
道
飯
岡
一
宮
線

�
�

バ
イ
パ
ス
建
設
促
進
期
成
同�

�
�

盟
会
要
望
活
動

15
日�

・
産
業
ま
つ
り

18
日�

・
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

�

連
合
議
会
第
２
回
定
例
会

19
日�

・
都
市
計
画
審
議
会

20
日�

・
例
月
出
納
検
査

�

・
第
２
回
千
葉
県
町
村
議
会

�
�

議
長
会
定
例
会
及
び
千
葉
県

�
�

町
村
議
会
議
長
・
副
議
長

�
�

自
治
研
修
会

�

・
山
武
郡
市
環
境
衛
生
組
合

�
�

視
察
研
修
（
～
21
日
）

25
日�

・
議
会
運
営
委
員
会

26
日�

・
戦
没
者
追
悼
式

27
日�

・
山
武
郡
市
広
域
水
道
企
業
団

�
�

定
期
監
査
・
例
月
出
納
検
査

�

・
匝
瑳
市
ほ
か
二
町
環
境
衛
生
組
合

�
�

一
般
会
計
例
月
出
納
検
査

１２
月

２
日�

・
学
校
給
食
調
理
業
務
委
託
業
者

�
�

選
定
委
員
会(

第
２
回)

４
日�

・
12
月
議
会
定
例
会
（
初
日
）

６
日�

・
町
青
少
年
剣
道
大
会

８
日�

・
東
陽
地
区
交
流
会

９
日�

・
12
月
議
会
定
例
会
（
２
日
目
）

�

・
議
員
全
員
協
議
会

10
日�

・
地
域
公
共
交
通
会
議

11
日�

・
12
月
議
会
定
例
会
（
３
日
目
）

�

・
横
芝
地
区
ふ
れ
あ
い
食
事
会

15
日�

・
都
市
計
画
審
議
会

�

・
介
護
保
険
運
営
協
議
会

17
日�

・
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
学
校

�
�

給
食
巡
回
訪
問

�

・
広
報
委
員
会

18
日�

・
山
武
郡
市
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

19
日�

・
光
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
30
周
年

�
�

記
念
例
会

21
日�

・
学
校
給
食
調
理
業
務
委
託
業
者

�
�

選
定
委
員
会
（
第
３
回
）

22
日�

・
例
月
出
納
検
査

24
日�

・�

山
武
郡
市
広
域
水
道
企
業
団

例
月
出
納
検
査

１
月

１
日�

・
初
日
の
出
イ
ベ
ン
ト

10
日�

・
成
人
式

12
日�

・
議
員
研
修
会

13
日�

・
広
報
委
員
会

14
日�

・
福
島
県
会
津
美
里
町
視
察（
～
15
日
）

17
日�

・
消
防
出
初
式

19
日��

・
広
報
委
員
会

20
日�

・
例
月
出
納
検
査

�

・
光
市
議
会
と
う
こ
う
会
視
察
来
庁

21
日�

・
総
務
経
済
常
任
委
員
会
町
内
視
察

�

・�

山
武
郡
市
広
域
水
道
企
業
団

例
月
出
納
検
査

22
日�

・
千
葉
県
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議�

　

�

　
会
会
長
協
議
会

24
日�

・
町
内
駅
伝
大
会

26
日��

・
観
光
協
会
役
員
会

27
日�

・�

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会
全
員
協
議
会

28
日��

・�

主
要
地
方
道
飯
岡
一
宮
線
バ

イ
パ
ス
建
設
促
進
期
成
同
盟

会
視
察
研
修

議
会
ダ
イ
ア
リ
ー

　平成 27年度横芝光町議会の研修会が、1月
12 日に行われました。講師は、議会改革推進
の第一人者山梨学院大学教授の江藤俊昭氏で
す。これからの議会改革と「地方創生」の課題～「住民自治の根幹」としての議会を
作動させる～をテーマとし、ご講演頂きました。現在当議会にはない「議会基本条
例」が、全国約半数の地方議会で制定されています。自治に基づく地方議会運営の
基本原則を定めた条例です。これは議会のあり方を住民に対して宣言するもので、
議会の「最高規範」といえます。北海道夕張市の破

はたん
綻で、議会が監視機能を果たせ

なかったことを受け、襟を正そうと隣町の栗山町議会が２００６年に制定しました。
首長らが条例案を説明し、議員は質問するだけという地方議会のあり方を見直し、
活発な論議を促すのが目的です。地方分権の進展に伴い、議会の責任が大きくなっ
た現実を見据えた条例です。地方議会は国政とは異なり二元代表制で執行部と議会
が善政討議することを基本としています。一院制、直接民主主義の導入において住
民参加を積極的に導入し議会報告会、意見交換会など住民の意見を広く受け止める
ことが重要です。議会基本条例は、当議会でも早急に制定が必要と考えています。
現在、議会の存在意義が問われていますが、政策立案、討議、議決、監視そこから
の議員同士の討議が求められています。当町でも昨年 10 月「横芝光町まち・ひと・
しごと創生総合戦略」が作成されました。是非、ホームページ等でご確認いただき

たいと思います。少子高齢化に伴う人口減
少、若者中心の転出者を食い止めるべく魅
力ある町づくりが必要です。特に雇用の場
の創出や創業支援、結婚出産子育て支援等
の積極的支援で、経済的負担の軽減をしま
す。今後、議会も町、住民の皆様と知恵を
絞り、協力して努力を重ねてまいりますの
で宜しくお願い致します。

議会広報委員　森川　忠

　
こ
れ
か
ら
の
議
会
改
革
と

　
　
　「
地
方
創
生
」
の
課
題
に
つ
い
て
講
演

議会議員研修

江藤俊昭教授


